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安 全 情 報 (第４号)  

   

刈払い機の作業の注意事項 

昨年度から始まっている多技能化研修生への動画です。 

新たに造林作業を始める方を対象に作成された動画から下刈を行う場合のポイントをピックア

ップしました。 

なお、動画全体は（多技能化研修動画コンテンツ）の４．造林・育林技術～育林編～から

「https://youtu.be/1BiK4ReObDI」ご覧いただけます。 

（動画は多技能化研修用に作成されたものであり、トライアル・ＦＷ研修と一部マッチしない部

分もあります） 

 

１．エンジンの停止(禁止事項) 

エンジン停止直後、刈刃が回転している状態で移動しない。 

エンジンが高速回転中にスイッチをオフにすると、機械にダメージを与える 

 

２．刈払いスタイル 

  緊急離脱装置や股ベルトの装着を確認する。 

上体を起こして、足の幅を肩幅より広めにとる。 

刈り幅は１～１．５ｍぐらいとする。 

刃の来る方向に左足を出さない。刈った幅だけすり足で前に進む。 

  刃の左前３分の１を意識して刈る。 

また、前方右９０度はキックバックを起こしやすいので灌木、根株等に当たらないよう

に注意する。 

 

３．刈払い機の草づまりの除去 

  草づまりを取り除くときは、必ず刈払い機のエンジンを停止してから行う。アイドリング

状態では、草を取り除いたときに刈刃が回転する誤動作が生じるおそれがある。 

 

４．上下作業・近接作業の禁止 

  他の作業者とは１５ｍ以上離れることが 

望ましい。 

刈払う速度を考え接近作業とならないよう   

注意。 

                               

動画より 



５．作業者への接近 

  呼子等で合図し、エンジンを止めて顔を見合わせる。また、呼子で気づかない場合は、 

５ｍ以上離れたところから小枝等をあてるなど工夫して気づかせる。 

作業している人の横や、後ろなどを通るときは５ｍ以上離れる 

（作業している人のキックバックで後ろの人にあたる場合がある） 

 

６．作業方向は斜面の上を右側（右手が山側、左手が谷側）にして等高線上に刈払う 

  左側が山側となった場合は体も疲れやすく、キックバックで谷川に転倒する恐れがある。

また、刈刃と足が近くなり、転倒したときなどに刈刃が足に接触しやすい状態となる。 

斜面下方への刈払いは、転倒等による切創事故の危険が高くなるため禁止。   

 

７．大振り、往復刈りでの刈払い禁止 

  体も疲れやすく、刈ったときの手に伝わる衝 

撃が大きい。 

特に、往復刈りは、見えない灌木や根株等に

接触してキックバックが発生しやすくなるので

行わない。 

動画より 

 

８．腰より高い位置での刈払い禁止 

  刈刃と顔が最も近くなり、刈ったものが顔に飛んでくる。 

 

 

動画より 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．刈払い機のメンテナンスの必要性 

① 毎日、毎週、毎月の３段階で行う。 

② 整備不良だと作業効率が低下するだけでなく災害も発生しやすくなる。 

③ 「安全装置」は「飛散防護カバー」と「緊急離脱装置」 

④ 「排気量」は２５～３０ｃｃが研修生には一般的、３０ｃｃ以上は経験者 

⑤ 「混合燃料」は５０対１であれば、ガソリン５０に対しオイル１。 

夏場は１４日以内に使い切る 

  （上記の動画で詳細を説明しています。） 


